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文  

 

明治時代における対清 出の  

支 経 書 をもとに  

 

大学大学院  

 

 

 者は、本 20 で明治時代 期の の

対清 出について、 政（1868 1900）の動き

をもとに 察した（ 2012）。彼は の東京

大学の 身である 所に学び、「

会 」に したのち、 文の てた

で官軍に ら られて された人 である。

の内 を に すると、以 のようにま

とめることができる。 

（ ） 明治時代 期の日本人 業者や 人たち

は、 （ここではとくに ）の原 となる

の と の を り し、

と中国 での信 失 という事 を いた。 

（ ） そうした で、大日本 会が 1889

（明治 22）年 1 月に 所を 所し、「 」

とともに 動 の「 」や 加 の「

」に力 をおいた教育 ラムを した。 

（ ） 第 1 期生として 所に した

政は、大日本 会の「学 」らが す

る ラ ム的 ーを 化しながら、当

時の した日本 の を 取した。 

（ ） 政は同校での 1 年間の 業期間を経て

会 に入 し、上 支 中の

1891 年に代 約していた を同 の

的な経 から させ、独 に「生 者

出会 会 」という ートを

した。彼の は、 所時代に た と

経 によるものであったと られる。 

 このように、当時の対清 出の は明

治政府の政 や 人たちの経 が多分に反

されており、 もこれらの動向に着目し

た成果が多くを めている。 

たと 、明治時代に入っても近 以来の

が日本の対清 で重要な位 にあったことを

した （1972）や、 以 における対清

を しながら 出が目 された

を じた （1995）のほか、「国 会所」的

を した 業 会（1）に と の

地であった の 業政 という から

近した （2009）の がある。また、大

（1987）は「 の 」を くために、

分 と表 一 の関係にある の歴 を明ら

かにする で、明治時代 期における 館

の 的分 を行うとともに、証書 から

家の経 をみた。 

これらは経 や経 の からの だ

が、 （1995）が の 会経 という

から も った日本 の を し

たほか、地 学では 上（1999）が近 中期から

明治 期における日本国内の 通の と

ともに、 加 地であった大 内で 向地

によりその 法や 立地が なっていたことを

明らかにした。 

しかし、 ずと が 定されていることもあ

り、日本 の生 、 出 、清国 の 入 、
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国 な を った 的 の は

しも いとは ない。 

 こで本 は、東亜同文書院生（ 、書院生）

による で れた成 をもとに まれた

支 経済 書 を いて、 のなかでも近

として され、か も たな

ー りに した を事 に、 の

日 における の 的 を う。 者が

本 で 支 経済 書 を いる は の 4

に集約で る。 

（ ） 立 として「 」 が め れている

支 経済 書 （ 1）は、190 （ 41）

年に され、 が として

されていた 30年 後の の

をと れること。 して、 れ の が

した の も文中か で ること。 

（ ） 後 するように、同書に された ータ

か 日本国 における の生 か 国 で

の の が知 れ、 （2012）が 後の

とした の生 か までの一 を すこ

とがで ること。さ に、同 の生 、 、

を、同 に で ること。 

（ ） 同書の ースとなった書院生による

書の 成を した東亜同文書院 の

は、「「事 を書 こと、 を け こと、 所

の なことを書か こと」な を に め

た」（大学史 会 1982、188 ）ことか 、

同書の記 め れた ータは一 の 性

を すると 断で ること。 

（ ） 同書は書院生による中国 「大 」が

本 的に開 される 40年（書院5 生）

の 成 が い れており、これまであまり

されてこなかった同書 初 の書院生による

の 際を い知ることがで ること。 

 、本 では で 支 経済 書 およ 同

書 に された「 」 の をまと

め、 で れを いた の 的 を

う。 の際、同書に された ータを し、

の の を 的か 的に

することを みる。 して 後の で、まとめと

後の を る。 

 

  

 

（1） 支 経済 書 の 的性  

 支 経済 書 は のような を す書 な

の うか。ここでは 東亜同文書院大学史

（1982） （2012）をもとに、同書が まれた

と の 的 という か する。 

 、日本 が 国と を う際、「

」と れる 国 の 業者を す ースが

と であった。 国 には な の

が するう 、 国 の

は日本 の れとは なっていた。また、 で

も したとおり、 国 に て日本

の立 は 的に 、日本 のなかには
（2）もみ れ、 を うこともあった。 

 のような で、ま 国のことを知るため

に 業に する とともに 的 の 集

が された。 （1859-189 ）が開 、

の日本 年た が 国で （ ）を った

（1886-1889）の を い 日

研究所（1890-1894）が、 の集めた

をまとめて 国 （1 92）という大 を

 

1 支 経済 書 の  
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行した。上 に された日清 所は、日

清間で活 する 者を養成する教育 関

であり、 はのちに東亜同文書院 代院長に

任する根津一（1860 1927）とともにその運 に

あたった。 清国通 は同 所の を

に らしめたとともに、これまで 的に清国

の や地 一 を る書 がなかっただ

けに多くの 者を たという（ 2012、41 ）。 

 その後、1901（明治 34）年に東亜同文書院が上

に されると、 者を養成するための

地教育として、2、3 年次に「 支・武 地方」へ

の調 行が 施された。 したように、根

の により「一 政、 地 の 、

本、 、会館と公所（同 と同業 ）、

運、 業、 価、 、 者、民 の生活

など」が調 された（大学 会 1982、

188 ）。そして、「次第に調 範囲が 大され」

（188 ）、「 分は後 の 学 行時の調 で

」うことにより（ 2012、102 ）、1907年より

12 からなる 支 経 書 が 行された。な

お、同年は本 的な「大 行」元年であった。 

集者である根 は、のちに「 来この の

書がなかったこととて 外の名 を し」、「これ

で大 支 の 事 が り、 教 の

もすこ る しきを たので、卒業生は

に らないで支 人と 取り きができるように

なった」と している（大学 会

1982、187 188 ）。また、「清朝 期の経 、

業 の ン イク デ （ 事 ）」であ

る同書について、 である「 中 院の

明 は、 調 書がまちまちであるの

に べ、このシリー と 支 省別 は

的」であると評した（ 2012、103 ）。 

その 、東亜同文書院が 行した出 は、

日でも中 民国時期のことを調べる に で

あるとされている（ 2012、69 70 ）。 

 

（2） 支 経 書 所 の「 」 の 要 

 こうして に り出された 支 経 書 のう

ち、その第 に「 」 が されている。

788 ー （ 目次23 ー ）にも 同書の

半部分には「 （ 養 ）、 、 、 革、

、 」 が 387 ー にわたり

され、後半の400 ー 分が「 」 に てら

れている。 

 まず、「 」 の 立てを 認しておこう。同

書の内 は、 （ ）、 、 、 、 、目としだい

に 分化されるが、紙 の関係もあるために、ここ

では と の表題のみを した。 

 

第一  総  

第二  生  

 第一     第二   

 第     第四   

 第五   

第  費 

 第一  日清 大勢 

 第二  上 費 

 第  費 

 第四  津 費 

 第五  費 

 第  来 要  

第四  業  

 第一  日本各 二  

 第二  支 各 二  

 第  会館、公所 関ス 規定 

 第四  法 

 第五  日本各 表 経費 

第五  結  

 

 この 立てから、第二 で の生 が、

第 では日清間の と 費が われ、 く

第四 で日清両国の 業 について され

ていることがうかが る。 

 400 ー にわたる同 のうち、どの にウ イ

トがおかれているのかを 認するために、 別

ー 数とその 合を 出した。 2 によると、「総

」と「結 」の ー 数は少なく、大半を本 部

分である 2 4 が めている。そのなかで、第 2

の「生 」と第 4 の「 業 」がそれ れ

の約 4 分の 1 を め、 の約半分は第 3

の「 費」の である。したがって、同書

は日清間 と 業 を した手 書のよう

な を している。 
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 つ に、どの地 （ ）の にウ イトが

おかれているのかを 認するために、日本およ

び清国の 別 ー 数とその 合を 出した。

その 、第 第一 第二 の「日本各

出 」および第 の「支 各

出 」と、第二 五 、第四 の第一、二

のみを対 とした。もちろん、そこでは 以外

の も われているし、それ れの 中で

近 する の も れられているために、本

が対 とする や 定の のみが取り

上 られているわけではない。 

 日本の 別（ 3）では、 と長 がそれ

れ 3 を め、 りの 3 を と 館で二分

している。 しくみると、第四 一 の「日本各

二 」のうち長 では、「 受問 ト 留

支 ト 関係」や「 留支 ト本国 人ト 関

係」が立 されるなど、 とともに対外 であ

った長 に関する が目立つ。 と 館に

おける 取 行は、 のそれに準じることも

あり が 化されている。だだし、いずれも

10 ー 以 の分 であり、後 する清国のそ

れに べるとわずかである。 

清国の 別（ 4）では、 、上 、 津の

で 9 を超 、 りの 5 で 、 、重 、

の が 明されており、 はじめ 3

の で「 」 の 4 以上を めてい

る。 しくみると、第 の「 費 」で

の が目立つ一方、上 はそれとともに第四

の「 業 」の分 がやや多い。このような分

成には、 東や に べれ 後進地であ

った上 が、 ン ーランドである を含む長

の内 や日本との経 的つながりが

化されることにより、 に を たことも

反 されていると られる。 

また、 津は「 清 一 要 」であり、 通

関、 の 備や の などにより、

の 入 も増加した（643 646 ）。 方、イ リス

植民地であった は、日本や南 から

が集 し、「 地 支

ボス」とあるが、第 第五 で「 」として

1906 年 11 月 の「本 要 」が 5

ー 分 されるに ない（677 681 ）。  

 

2 別 ー 数とその 合 

 
3 日本の 別 ー 数とその 合 

 

4 清国の 別 ー 数とその 合 

2 4 の 支 経 書 第 により 成。 

2 4 の 中の数 は 数とその 合を表す。 
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5 における 生 （1905年） 

支 経済 書 により 成。 

東 部に する は「大勢」が、

いに する と は「 業 」が

われるのみである。 

 の の 、 支 経済 書 の「

」 は、 ージ では 3 の「

」が大 なウ を め、なかでも 、 、

の記 が める が いことが かった。

こで、同書で われるウ が 、か 経済

を形成していた と を中 に、日本の  

との を したい。 

 

  

 

 

（1） 日本国 における 生  

 ま 、日本国 での 生 の をみる。

支 経済 書 では、 の「生 」で 9 ー

ジにわたり記 されている。 

 日本における は、 と 、

である。なかでも「支 シ

テ 日 、 、 、 、

国 」であり、日 の は「

シテ ク」、 にすす に れ「

ス」るが、 に していない。

、 、 の は「 シテ ク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク クシテ 」すう 、「

タ 」という（4 2-4 3 ）。 

 5 は、同書に め れた 1905 年の生

生 を したものである。 れによると、

のとおり 東の で生 が大 いこと

がうかが 、生 は 10 を大 ている。

と が れに 、 の 20

初 での生 は3 に たない。 、

央を 部の生 は、 の

で1 台である（4）。 

とこ で、 には「 会社」の があり、

「 シ同 約

」 「 」を生 していたが、

同社が したために、「 」を っ

た 、「 シ大 名 タ」という

（4 4 4 5 ）。 

史 2（1990）によれ 、日本

会社は の生 者 の 国 の

を 的に、連 を た一 集

をとった。しかし、同社と生 者 で 議

が したう 、生 者の 、抜け り 、

国 の な の により、一 集

の は となった。また、 の

と りの のために同社が「 集

」を した。 経済 な か 見が 
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させた。その結果、1892（明治

25）年 後には 館における 出 が半減

した。その後も同 の経 方針や な経

をめ り、 、 合、生 者が同 と対立した。

そして、清国への 出を目 した保任 から

く日本 会 の歴 は 1895 年に が ろされ、

合 合も し、 び 出は清国 人に

られることになった（777 788 ）。 

 その後の を 支 経 書 で かめると、

各地に 業 合が 立され、その で「

」が行われるようになった。 が すると、

生 者名や「 位 」を明 し、「 人

明 入シ」、「外部 合

」した。そして生 者は、仲 や問

を経 して「京 受問 」に の を

託した（465 466 ）。こうした 力が ったこと

もあり、 5 でみたように日本 会 後も、

の は一定の生 を った。 

清国に 出された 加 の は、

館、東京、大 、 で された。そのなかで

館の が「 」り、大 の は

「 最 」であり（5）、東京や のそれも

「 シ 着 リ」だという（471 472

）。このような が出 ることにより、清国

人からの信 を失った。 

 なお、 に清国での べ方が紹介され

ているので、 費（6）の一 を るために して

みよう。同書によると、清国人は年中 を 費

するが、「 リ ス トキ 心

」 た。その調 法は「 」であ

り、まず「長 」を 1 ほどに り、1 日ほど か

に す。そしてそれを取り出し、「 」、「

」、「 」のいずれかと一 に に入れ、「

」という「 」を てし らく たという

（472 ）。 

 

（2） 日本からの 出 

6 は 別 出 を したものである。原表

の年次は 明だが、 支 経 書 第 に

められたデー の どは同書が 行された 1908

年 のもののため、1900 年代のデー だと ら

れる。同 によると、 と がそれ れ

の 3 分の 1 の 出 を り、 館と長 がそれに

次いでいる。 館以 3 の 出 を し合わせ

ると の 3 分の 1 に 当し、 以 5 を当

時の日本を代表する 出 とみなすことが

できる。なお、原表には「重要 出 」が  

 

6 別 出 （ 位 ） 

年次 明。 

 

7 国 出 の推 （ 位 ） 

 

8 国 出 の推 （ 位 ） 

6 8 の 支 経 書 第 により 成。 
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9 の の「 」 （1904年）（ ） 
支 経済 書 により 成。 

1 0kg。 ースマ プは「 」。 

されており、 が い に 名が

れていると される。 に しなが

湾 にみると、 は （4 ）と （5

）、 は （ ）、 は （1

）と （5 ）、大 は （2 ）と

（ ）が ンクされており、 は のなか

に がない。 

同書の「日 大勢」のう の をみ

ると、 、 、 参が であり、「

」の と一 する。1900年を にとる

と、1 の は約280 、 の で

あったのに し、 は約4 、 であり、

はわ かに1 8 、9 であった。 

 に 国の の をみると、

（ ）、 （ ）ともに「 」の変 が

大 いことがうかが る。 的 に される

ことはも 、 者ともに した日本 会

社の に 加 をみ 、 の「

」を ったことが れに している 性

がある。 、 は に ると変 は

さいが、 と同 に した の後 で

加 にあることが かる。このように、 は

代中 においても な であ

ったことがうかが る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 国における と国  

後に、 に代 される の

を事 に、おもに日本か された

が の い していたのかを かにする。 

9は、 支 経済 書 の「 」のう 、

と の で り れている にお

ける1904年の 「 」を したも

のである。1904年の ータを したのは、ここ

で り るす ての に いて、同年にお

ける を することがで るか であ

る。 

によると、 か までの11 の

が知れる。同書の の で 、 、

、 、 の では 、 、 、

、 が り れ、 れ れが と

を中 とした経済 を形成していることがうかが

る。1904年の の「 」 が も かった

のは であり、 けで10 （1 はおよ

0kg）を ている。 して 、 、 、

、 の が続 、これ は1 を

ている。これ は と、 の経済 を

形成している であり、 は9 に た

、 はわ か 5 であった。なお、同年の

の の「 」 は約4.5 であった。 
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に集まった は、国内の 費地に 出

（「 出」）される。同書に 1902 年の省別 出

が されているので地 化してみると（ 10）、

四 の 2 2 を に、 南、 、 が

き、 から運 れる は四 をはじめとする

内 部に運 れたことがうかが る。四 には重

、 には 、 南には長 の があり、

した を中心とする長 を介した経 が

成されていたことがうかが る。 

 

 本 では、東亜同文会が 行した 支 経

書 のうち「 」 に されたデー を い

て、近 以来対清 で大きなウ イトを めて

いた の 通の を 的に した。本

の内 は、以 のようにまとめることができる。 

（ ） 支 経 書 の「 」 の 別地

別 ー 数を 認すると、 別 ー 数では第 3

の「 費」が大きなウ イトを め、なか

でも 、上 、 津の が める 合が い

ことが分かった。一方、日本の は や長

が多いが、清国に べると 少である。 

（ ） 生 地に着目すると、 のなかで

も 東や 南地方が 地であり、 的条 と

ともに 出会 や生 者らで する 合

合が したこともあり、その は優れていた。

しかし、同 が に追い込まれると 悪な

（加 ）を出 する生 者が出 したが、 業

合が されると が 化された。そう

した 力もあり、 の生 は依 大きかっ

た。 

（ ） 日本の 別 出 をみると、 、

がそれ れ の 3 分の 1 を め、 以 5

が当時の日本を代表する 出 とみる

ことができる。「重要 出 」は に な

っており、 が最上位に 臨しているのは

館に られるものの、それが上位にランクされる

が多い。日本 会 が した明治時代

中期を ても の 出 、 はともに増加

向にあり、依 重要な 出 であったとい る。 

（ ） 長 の では、長 を通じて

が 入した。 の「 入」 をみると、

が圧 的に多く、上 やその経 よりも内 に

位 する の経 に多くの が 入して

いたことがうかが る。そして に集まった

は、四 をはじめとする内 部に 出された。 

しかし、「 」 のうち約 4 分の 1 を める

「 業 」の分 を行うことができなかったほか、

分 に したために 的内 にまで踏み

込んだ分 に 題を した。また、同書に さ

れたデー が 期間に留まるため、 の と

み合わせて長期的な 動をとら る 要もある

だろう。 以外の の とともに、これらの

明は 日を期したい。 

 

 

（ 1）  の い手であり、保任

（1873 1874）、 業 会（1876 1885）、日本

会 （1876 1895）と した（ 1972、65 72

）。また （2009）によると、「国 会所」方 と

は 時代に が「 内に紙 を けて生

を し、そして生 された を 力が

制的に集 して、 外へ して正 を ようと

する」行 と定 され、それが「 国 位で明治

新政府の政 として された」といい（17 ）、

業 会は上 や に支 を けて「

で 業者に 業 を 与して生 された 」

などを した（36 ）。 （1995）も のこ
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と。 

（2） 上（1999）によると、中国では 価な「

」（「原 を もしくは 島と称する

リン で に めてから んだもの」）

が まれた。そのため、大 の加 業者は生

費を るために、「 が 分で が生

たり、 の悪い原 を に めて と

り、重 を増やすため の リを多 に

加したり、 出しがら・ ・ を 入させて

出する業者」が れ、清国 での信 が失わ

れたという（26 ）。 

（3） （2000）によれ 、 は 南の

長 、四 の重 のほか、 京、 津、 の各

地に支部を け、それ れの地 の を 集

した（44 45 ）。 

（4） （2012）によれ 、 でも根 地 は

「長 」の 地であり、 や に加

される。 は「日 」の 地であり、

で 維 が らかいために 々な

に調 される。また、 館 では で出 が

よくとれる「 」、 では 級出

として 重される「 」が され、その

半島 は「 」の 地として ら

れる（121 130 ）。 

（5） （2）を 。 

（6） なお、清国で が 費された として、

内 部に む人々の 的 ウ を す

るために、 ラ が な日本の が求めら

れたことも られる（ 2012、37 ）。 
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